
1 
 

報告(3)「現代中国の家族・農村・移動」 首藤明和（兵庫教育大学） 

 
 

（１）これまでの主な調査地 

 

①香港新界の客家村落 

・1996 年から 1997年にかけて実施。２ヶ月間、現地に滞在。 

・「移住と地域形成の過程における社会関係――香港新界南圍村宗族の事例研究」（修士論

文） 

 

②遼寧省撫順市の都市近郊村のフィールドワーク 

・1999 年から 2001年にかけて実施。断続的に、１年半、現地に滞在。 

・『中国の人治社会――もうひとつの文明として』（2003 年，日本経済評論社） 

 

③遼寧省撫順市の都市部および農村部の家族を対象としたアンケート調査 

・2004 年８月に実施   

・サンプル数は、世帯ごとに、夫婦共同票（200）、夫票（200）、妻票（200） 

・有効回収数 187 世帯 

・サンプリングの方法について 

・『分岐する現代中国家族――個人と家族の再編成』（共編著）（2008 年，明石書店） 

 

④その他の調査地として 

・北京、江蘇省湖州市南潯鎮、黒竜江省綏芬市 

    ⇒ 撫順市の調査村落からの人びとの移動について調査  

・カナダ・カルガリー 

  ⇒ 撫順市からの人びとの移動について調査 

・雲南省保山市、チベット、新疆、福建省福州市 

⇒ 移動と貧困について調査 

・広島県府中市 

⇒ 旧満州（偽満州）とのかかわりについて調査 

 

 

（２）調査の動機と目的 

 

①土着近代化・複数のモダニティ 

モダニティが世界的に拡散し、それぞれの社会で浸透しつつある現在的状況において、



2 
 

固有の文化と社会、及び、普遍的なモダニティの両者のせめぎあいから土着近代化の意味

を理解する必要がある。中国の改革開放後の社会変動に対する研究では、「近代化すべき

なのに近代化できない阻害要因を多く持つ中国社会」といった解釈図式がいまだ根強い。

生産性至上主義や効率重視の観点からなされた「ネオ伝統主義」や「ネポティズム」の強

調が、その代表例である(Walder,Andrew,Communist Neo-Traditionalism,California Uni

v.Press,1986.)(Wank,David,Commodifying Communism,Cambridge Univ.Press,1999.)。 

一方、社会学の古典であるＭ.ウェーバー『儒教と道教』では、「中国的な合理主義」で

ある「人間関係優先主義」は欧米的な近代資本主義を「自生的」に生み出すことは無かっ

たと結論したが、しかし、その他の社会発展の可能性を否定する主張はみられない。むし

ろ、ウェーバー流の問題関心に拠れば、東アジア社会の価値や文化に支えられた社会発展

の可能性を、資本主義の諸制度などモダニティがさまざまな形で浸透した現在のグローバ

ル社会（複数のモダニティ）のなかで考察することこそが重要である。この問題関心は、

拙著『中国の人治社会』でも論じた。 

 

②移動と文化 

「移動」から東アジアの「地域社会」について再考する必要がある。この課題は「文化」

のもつ可能性と関連している。「文化」は社会の適応能力の上昇に寄与（Ｔ.パーソンズ）

するだけでなく、予測不可能な、意図せざる形での社会発展をもたらす力も秘めている。 

ここでは、柳田國男や鶴見和子のいう「定住者／漂泊者」の視点が重要になる。「定住者」

の視点からみた産業化と、広義の「漂泊者」（農業では十分な収入が得られず、技術、流通、

芸能、出稼ぎなどで生業を立ててきた人びと）の視点からみた産業化をクロスさせること

で、地域文化に対する理解はさらに豊かになる。近代化論のなかで周辺的、従属的にしか

言及されなかった「移動」する人びとを支える地域文化からは、「適応」や「秩序維持」と

は異なった「文化」の可能性を内包する「地域社会」の姿が明らかにできる。 

こうした問題意識は、乾武俊（『民俗文化の深層――被差別部落の伝承を訪ねて』解放出

版社，1995 年）や、桜井厚・岸衛編（『屠場文化――語られなかった世界』創土社，2001

年）から得た示唆が大きく、また拙著「地域研究・東アジア（研究動向論文）」（『社会学評

論』（日本社会学会）第 57 巻第 1 号，pp.190－203，2006 年）でも、「移動」のもつ分析射

程について考察した。 

 

③東アジアの「市民社会」 

「地域社会」と現在生成しつつある「市民社会」との動態的な関係を踏まえて、今後の

東アジアの発展を展望する必要がある。東アジアの近代化において、モダニティは、当初、

外発的なインパクトであったものが、現在では各社会に内生化しつつあり、土着化した近

代（複数のモダニティ）を現出している。とくに中国では、改革開放後の急激な市場経済

化のなか、日本の近代化よりも更に圧縮した形でモダニティの外発的インパクトと社会へ
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の内生化を経験している。 

上海圏などの世界都市では、(a)租界を通じたモダニティとの接触（小浜正子『近代上海

の公共性と国家』研文出版，2000 年）や、知識人、政府高官、留学生などの欧米回覧がモ

ダニティとの接触のあり方に方向性を与える（佐藤慎一『近代中国人の知識人と文明』東

京大学出版会，1996 年）など、「複数のモダニティ」の歴史的な蓄積がみられる。さらに、

(b)現在では、上海圏の新中間層のグローバルな日常空間が、モダニティとの接触や浸透を

日々更新し、中国的な「市民精神」を涵養するインキュベーターとなっている（田嶋淳子

『上海』時事通信社，2000 年）。こうした上海圏の現在的状況からも理解できるように、「移

動」から浮き彫りになる「地域社会」の「複数のモダニティ」の存在を通じて、東アジア

の「市民社会」の今後を展望する必要がある。 

 

（３）調査パートナーの選定について 

 

・ 1998 年から 2000 年まで、中国社会科学院社会学研究所農村研究室の客員研究員 

・ 中国社会科学院の大学院生と交流、同級生の紹介で遼寧省撫順市の村落に 

・ その後、調査村落にみられる人の移動とともに、調査地も移動してゆく 

・ 特定の調査パートナー（大学や研究機関）はなし 

・ 機縁法で、人びとのネットワークを頼りに、渡り歩く 

 

（４）調査対象の選定について 

 

・ 調査対象の選定は、報告者の「問題意識」に基づいて選定 

 

・ 「模範」（モデル）／「非模範」「反模範」「脱模範」等 ⇒ 後者は、公的ルートで入

り込むのが難しい 

・ 属地主義／属人主義からみる村の構造＝中国の村とは何か（同族的規範、行政、所有、

精神・信仰）  

・ マーケッティング・コミュニティ／中世日本の惣村（郷）＝地域社会構造の日中比較 

・ 対人信用のなかの人間関係とその組織化の原理＝「〈包〉的構造」 

・ 都市／農村のダイナミズム＝都市近郊村における「専業村」＝離農という移動のあり方 

・ 移動の基盤としての家族＝社会移動が家族へもたらす「拡散／凝集」 

 

・ 雲南、チベット、新疆などの調査地からは、中国の歴史、文化、社会、人間を相対化す

る視点を獲得 

・ カナダ・カルガリーの華人からは、中国社会の「中間層」を考察する足掛かりに 

・ 広島県府中市の調査地は、「日本のなかのアジア・アジアのなかの日本」の関係性や、
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意味や記憶が紡ぎ出す「地域」のあり方を示してくれる 

 

（５）調査における困難 

 

・ 機縁法の難しさ 

・  
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出所：首藤明和『中国の人治社会』（2003 年，日本経済評論社）46－48頁． 




